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群馬県中学校放送コンテスト兼第２４回ＮＨＫ杯中学校放送コンテスト
群馬県大会結果報告について

平素から本教育研究会の各種事業につきまして、御理解と御協力を賜り深く感謝申し上
げます。
さて、過日申込みいただきました放送コンテスト群馬県大会審査が下記の通り行われ、
審査結果が出ましたので、入賞者一覧表・審査講評を送付いたします。後日、発送いたし
ます入賞者への賞状・賞品および参加賞等の該当生徒への配布をよろしくお願いいたしま
す。

記

１，日 時 平成１９年７月１２日（木）

２，会 場 日本放送協会 前橋放送局 会議室

３，主 催 群馬県小学校中学校教育研究会情報教育部会
ＮＨＫ前橋放送局 ＮＨＫサービスセンター

４，審査員
《教育研究会》
武藤 永（会 長：前橋市立桃瀬小学校長）
小林 厚雄（書 記 長：前橋市立細井小学校長）
湯澤 幸男（事務局長：前橋市立二之宮小学校教頭）
後藤 一浩（書 記：渋川市立子持中学校教諭）

《ＮＨＫ》
佐滝 剛弘（放送副部長）
嶋村由紀夫（チーフアナウンサー）

５，参加校一覧

№ 学校名 顧問名 アナウンス 朗読 テレビ ラジオ 計
1 新島学園中学校 小宮山 仁 1 1 2
2 前橋市立南橘中学校 牧野 佳子 1 1
3 太田市立城東中学校 金澤 昌弘 3 3
4 共愛学園中学校 荒井 正人 2 2
5 吉岡町立吉岡中学校 岩田 幸恵 2 2
6 藤岡市立北中学校 櫻井 雅明 4 4

合計 1 13 0 0 14

群馬県中学校放送コンテスト兼第２４回ＮＨＫ杯中学校放送コンテスト
群馬県大会結果報告・入賞者一覧

１ ア ナ ウ ン ス 部 門

優秀賞 中澤 俊達 新島学園中学校２年
【最優秀賞作品・優秀賞は全国大会へ推薦・出品】

２ 朗 読 部 門

最優秀賞 高橋 英里 太田市立城東中学校３年
優 秀 賞 當銀 祥恵 前橋市立南橘中学校３年

山形 和史 新島学園中学校２年
谷口 里沙 藤岡市立北中学校３年

【最優秀賞・優秀賞の上記４名は全国大会へ推薦・出品】



優 良 賞 小林 愛 藤岡市立北中学校３年
坂本 光恵 藤岡市立北中学校３年
小暮 香奈 藤岡市立北中学校３年

奨 励 賞 小島 美咲 太田市立城東中学校３年
乾 ひかり 太田市立城東中学校３年

３ 番組制作（テレビ）部門
該当なし

４ 番組制作（ラジオ）部門
該当なし

◎審査講評
○各部門共通（アナウンスメントについて）
例年講評の中で言われていることだが、全体的に文章の読み込み不足がみられ、文を
細かく切り過ぎる（句読点以外のところで切りすぎる）傾向が多く、ただ読んでしまっ
ている作品も見られるが、事前に黙読等を繰り返し行うことを通して、意味の解釈・文
のつながりの理解を深められている作品が増えており、５作品を全国大会に推薦した。
しかし、だいぶ読み込んでいる作品も増えてきたが、まだ細かく文を切ってしまった
り、助詞や語尾が伸びてしまう作品がある。文の意味・解釈を深めるために、注意深く
読み込みを行うとともに、滑舌をはっきりとさせ、助詞や語尾の切り方にも注意して読
み込んでほしい。そのために、大きな口を開けしっかりと滑舌や発声の練習をし、本番
ではそのテンションを少し下げてアナウンスすること。間の取り方や語尾の処理に気を
遣うなどを今後の課題にしてほしい。

○アナウンス部門について
今回は新島学園中の中澤くんのみの出品であったが、声が良く出ており、元気のある
アナウンスであり、来年度も期待できる。来年度に向けて、滑舌よくできるように練習
を積んでほしい。

○朗読部門について
ほとんどの作品の録音状態は良好であったが、もう少し工夫をしてほしい作品も見ら
れた。学校の機材には、どうしても限界があるので、総合教育センター等の視聴覚関係
の設備がある施設の活用も、１つの方法だと思われる
また、朗読に関する総合的な講評としては、本の中味をよく読んで腑に落としてから、
わいてくる情感を大切に、それをどう伝えるかという伝えたいという気持ちを大切にし
て、朗読をしてほしい。そもそも朗読とは、読んで自分が気持ちよくなるものではなく
聞いてもらうためのもの、聞いてわかるようにその情景や感情などの内容をしっかりと
伝えられるかが大切となる。その点で、最優秀の高橋さん（城東中）は抜きに出た朗読
をしていた。朗読部分の抽出、そしてたくさんの登場人物の会話を非常にうまく表現し
ており、その場面を生き生きと朗読できていた。當銀さん（南橘中）は昨年同様よい発
声で、元気よく若々しい声で、「 」内の文章を聞かせる表現力にすばらしいものがあ
る、内容をよくつかんだ朗読であった。谷口さん（藤岡北中）は、方言をうまく表現し
ようとしている努力が伺える朗読を行っていた。男声で女声を表現するのは難しい中、
山形くん（新島中）はよく頑張っており、 2 年生ながらよく声が出ていた。声の上下を
もっと出せるように練習すれば、表現の幅も広がり、来年もさらに期待できる。
しかし、まだまだ、文章を短く区切って読む傾向が見られたのは、残念であった。朗
読の場合、文字を追って読んでしまっては朗読によるよさは伝わらない。いかに繰り返
し読み込み、自分をその文に没頭させていくかが大切な点である。ＮＨＫラジオには朗
読番組【「私の本棚」ラジオ第一 月～金 11:00 台 「ラジオ文芸館」ラジオ第一 日
曜日 22:15 ～ 22:55】があるので参考に聞いてほしい。また、もっと声を出すために、
体を使った発声の練習をしてほしい。

◆応募に関して◆
例年、応募に関して全国大会事務局からも通達がきており、本県要項にも謳っており
ますが、応募の際には全国大会要項を確認してください。特に、カセットレーベルの作
成・添付については、地区名は「群馬」・エントリーナンバーは「無記入」でお願いい
たします。
また、作品録音の際はくれぐれも、静かな場所での外部マイクを使用しいた録音をお
願いいたします。せっかくの作品に他の生徒の声が混じることが多々見られ、残念なも
のが多くあります。


